
自 治 労 安 全 衛 生 集 会

か
っ
た

│
宮
城
県
の
公
立
刈
田
綜
合
病
院

で
大
き
な
問
題
が
起
き
て
い
ま
す

刈
田
病
院
を
運
営
す
る
一
部
事
務

組
合
を
構
成
す
る
白
石
市
、
蔵
王

町
、
七
ヶ
宿
町
の
中
の
白
石
市
長

が
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
打

ち
出
し
た
こ
と
が
発
端
で
す
。
一
部

事
務
組
合
は
2
0
2
2
年
7
月
に
解

散
を
決
め
、
2
0
2
3
年
4
月
か
ら

は
白
石
市
が
一
部
事
務
組
合
の
承
認

団
体
と
し
て
病
院
の
管
理
者
に
、
医

療
法
人
仁
誠
会
が
指
定
管
理
者
と
な

り
ま
す
。

し
か
し
、
1
月
末
の
時
点
で
も
具

体
的
な
診
療
科
、
病
床
数
す
ら
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
職
員
の
賃
金
の
現

給
保
障
に
つ
い
て
白
石
市
は
、
1
年

目
は
1
0
0
％
、
2
年
目
75
％
、
3

年
目
50
％
を
示
し
た
も
の
の
、
一
時

金
は
保
障
し
な
い
、
退
職
せ
ざ
る
を

得
な
い
職
員
に
退
職
手
当
の
増
額
や

再
就
職
の
あ
っ
せ
ん
は
し
な
い
と
の

回
答
で
す
。
仁
誠
会
は
、
賃
金
説
明

の
文
書
も
渡
さ
ず
、
就
業
規
則
は
4

月
以
降
で
な
い
と
提
示
し
な
い
と
し

て
い
ま
す
。

県
本
部
と
当
該
単
組
は
交
渉
を
継

続
中
で
、
全
国
の
自
治
労
の
仲
間
か

ら
届
け
ら
れ
た
団
体
署
名
と
檄
布
が

大
き
な
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

│
指
定
管
理
者
制
度
は
問
題
の
多

い
制
度
で
す
ね

「
官
か
ら
民
へ
」を
旗
印
と
し
た
小

泉
内
閣
が
2
0
0
3
年
に
創
設
し
た

制
度
で
す
。
地
方
公
共
団
体
や
そ
の

外
郭
団
体
に
限
定
し
て
い
た
公
の
施

設
の
管
理
・
運
営
を
企
業
・
財
団
法

人
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
団
体
に
、

包
括
的
に
代
行
さ
せ
る
も
の
で
、
総

務
省
調
査
で
は
2
0
2
1
年
4
月
時

点
で
7
万
7
5
3
7
施
設
が
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
指
定
管
理
を

受
け
た
企
業
が
業
務
遂
行
を
で
き
な

く
な
っ
て
指
定
の
取
り
消
し
や
停
止

な
ど
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
は
年
間
2
0

0
0
施
設
を
超
え
る
な
ど
、
各
地
で

多
く
の
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。

労
働
者
は
、
指
定
期
間
が
終
わ

り
、
次
の
入
札
で
そ
の
団
体
等
が
落

札
さ
れ
な
け
れ
ば
雇
用
を
失
い
ま

す
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
し
て
提

供
す
る
た
め
に
は
そ
こ
に
働
く
人
の

労
働
条
件
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
自
治
労
本
部
は
コ
ス
ト
削

減
を
目
的
と
し
た
制
度
運
用
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
、
協
力
国
会
議
員

と
連
携
し
て
今
後
も
総
務
省
に
制
度

の
見
直
し
を
求
め
ま
す
。

│
自
治
体
単
組
と
公
共
民
間
単
組

の
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

指
定
管
理
料
や
委
託
料
が
労
働
条

件
に
決
定
的
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
公
共
民
間
単
組
は
、
労
働
条
件

は
自
治
体
準
拠
と
さ
れ
ま
す
が
、
雇

用
関
係
に
な
い
自
治
体
と
の
直
接
の

交
渉
は
で
き
ま
せ
ん
。
自
治
体
単
組

が
公
共
民
間
単
組
の
要
求
を
交
渉
で

取
り
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
県

本
部
は
自
治
体
単
組
と
公
共
民
間
単

組
と
の
対
策
会
議
や
交
流
機
会
を
設

定
し
、
と
も
に
た
た
か
う
態
勢
づ
く

り
を
追
求
し
ま
す
。

ハラスメントをなくし
心身健康に働ける職場を

公
共
民
間
の
雇
用
安
定
の
た
め

自
治
体
単
組
と
の
連
携
の
強
化
を

ひ

だ

い

比
田
井
修
強
化
拡
大
局
長
に
聞
く
、
指
定
管
理
者
制
度
の
問
題
点

手前からパネリストの全国労働安全衛生センター連絡
会議事務局長の古谷杉郎さん、UAゼンセン流通部門執
行委員の佐藤宏太さん、青森中央学院大学経営法学部
講師の山谷清秀さん、自治労顧問弁護士の細川潔さん

2
月
9
〜
10
日
、
都
内
で
自

治
労
安
全
衛
生
集
会
を
対
面
で

開
催
し
、
1
6
3
人
が
参
加
し

た
。
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
の
推
進
を
テ
ー
マ
に
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
は
じ
め
、

勤
務
時
間
管
理
や
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
に
関
す
る
分
科
会
を
行
っ

た
。シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
2
月
に

自
治
労
が
発
行
し
た
「
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
予
防
・
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
詳
細
2
面
）

を
も
と
に
議
論
。
本
部
の
森
本

正
宏
総
合
労
働
局
長
は
「
日
本

は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）

が
2
0
1
9
年
に
採
択
し
た
仕

事
の
世
界
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
禁
止
す
る
1
9
0
号
条

約
に
批
准
し
て
い
な
い
。
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
な
い
世
界
を
つ
く

る
た
め
、
日
本
で
も
批
准
に
む

け
た
法
律
体
系
が
整
備
さ
れ
る

よ
う
他
産
別
、
連
合
と
連
携
し

取
り
組
む
」
と
提
起
し
た
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
携

わ
っ
た
古
谷
さ
ん
は
地
方
公
務

員
に
適
用
さ
れ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
関
す
る
法
政
策
の
現
状
、

イ
ギ
リ
ス
の
公
務
労
働
組
合
の

取
り
組
み
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

紹
介
し
た
（
※
日
本
語
訳
を
閲

覧
可
）。会
場
か
ら
は
「
カ
ス
ハ

ラ
の
言
葉
さ
え
知
ら
な
い
職
員

も
多
い
。
心
身
と
も
に
健
康
に

働
き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
良

好
な
職
場
を
作
り
た
い
」
な
ど

の
意
見
が
あ
っ
た
。

※
イ
ギ
リ
ス
U
N
I
S
O
N

（
公
共
部
門
の
労
働
組
合
）

作
成
の
「
仕
事
に
お
け
る
第

三
者
暴
力
へ
の
対
処
に
関
す

る
安
全
衛
生
ガ
イ
ド
」

各分科会講師が率直にアドバイス 全
国
情
報
宣
伝
セ
ミ
ナ
ー

教
宣
物
作
成
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信

ネ
タ
探
し
な
ど
の
悩
み
を
討
論

自治労大阪府職労
池口忠史さん

愛知県本部
入江義寛さん

（有）エディット
水谷一生さん

本部
和久井孝昭

2月10日、全国情報宣伝セミナーを対面とウェブの
併用で開催し、209人が参加した。
全体会では、教育宣伝担当者が抱えるさまざまな悩

みを座談会形式で討論。教宣物作成やSNS発信など
の課題に対し、各分科会の講師が率直かつ辛辣にアド
バイスした。とくに、企画作りやネタ探しの悩みには、
「連載やコラムが有効」「単組の機関紙を習慣的に見
る」「組合員を登場させる」「アンテナ高く、メモ帳を
持ち歩く」「テーマ設定が先、ネタ探しは後」など、
具体的な提案にあふれた。分科会は、機関紙とビラの
4分科会。技術の習得にむけ熱心に手を動かした。

2
月
9
日
、
都
内
で
2
0
2
3
年
度

地
方
財
政
セ
ミ
ナ
ー
を
対
面
と
ウ
ェ
ブ

の
併
用
で
開
催
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
国
の
立
場
や
研
究
者

の
立
場
な
ど
か
ら
あ
わ
せ
て
3
本
の
講

演
で
構
成
。
と
く
に
、
地
方
自
治
総
合

研
究
所
の
飛
田
博
史
副
所
長
の
講
演
で

は
、「
給
与
関
係
経
費
な
ど
、
人
の
コ

ス
ト
に
対
す
る
財
源
保
障
を
充
実
さ
せ

る
チ
ャ
ン
ス
が
来
て
い
る
。
自
治
体
現

場
で
の
取
り
組
み
が
重
要
だ
」
と
し
た

上
で
、
地
方
議
会
の
意
見
書
の
提
出

（
地
方
自
治
法
第
99
条
）
や
地
方
交
付

税
制
度
に
関
す
る
意
見
（
地
方
交
付
税

法
第
17
条
の
4
）
の
重
要
性
を
改
め
て

強
調
。
と
く
に
地
方
交
付
税
制
度
に
関

す
る
意
見
に
つ
い
て
、
例
え
ば
2
0
2

2
年
度
の
交
付
税
の
単
位
費
用
に
関
す

る
意
見
が
約
半
分
採
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
紹
介
し
な
が
ら
、
地
方
か
ら
の
草

の
根
的
な
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
た
。

3年ぶりの対面開催（右）、「意見書」につい
て質問する参加者（中）と講師の飛田さん（左）

2023年度地方財政セミナー

地方議会の意見書の提出、地方交付税制度に関する意見など
自治権を活用した取り組みを草の根的に地方から

主な記事
2面 自治労「カスタマーハラスメン

ト予防・対応マニュアル」ほか

●https://www.jichiro.gr.jp/・・・・2023年2月21日 ［旬刊（1の日発行）・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2337号（１）



時々受けている
42％
時々受けている
42％

日常的に受けている
4％
日常的に受けている
4％

無回答
1％

無回答
1％

受けたことはなく
職場にもない

23％

受けたことはなく
職場にもない

23％

自分ではないが
職場で受けている

人がいる
30％

自分ではないが
職場で受けている

人がいる
30％

迷惑行為や悪質クレームの有無

自治労「カスタマーハラスメント予防・
対応マニュアル（2023年2月）」より抜粋
●自治労のカスタマーハラスメントの定義
「公共サービスの利用者等（労使以外の第三者）に
よる必要かつ相当な範囲を超える言動によって、労
働者の就業環境が害されること」
※「公共サービスの利用者等」には、地域住民をは
じめ各種議員や他の行政機関、取引先企業などすべ
ての第三者を含む。第三者とは、職員がその仕事の
一環として関わりをもつが、職員と同じ使用者に雇
われていない者をさす。

●カスタマーハラスメントの法的位置づけ
パワーハラスメント防止を義務付けた改正労働施策
総合推進法（2019年）の附帯決議の中で、カスハラ
の防止にむけた必要な措置が盛り込まれた。これを
踏まえ厚生労働省が作成した指針に事業主に求めら
れる望ましい取り組み事例（相談窓口の設置・周
知、相談等を理由とした不利益取り扱いの禁止、被
害者への配慮の取り組み、マニュアルの作成や研修
の実施など）が示されている。

カスタマーハラスメントから職員と職場を守る
自
治
労
は
2
月
に
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

予
防
・
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
発
行
し
た
。
作
成

に
携
わ
っ
た
専
門
家
の
一
人
、
内
藤
忍
さ
ん
に

労
働
組
合
に
求
め
ら
れ
る
対
応
を
聞
い
た
。

「該当しうる例」の周知とともに
積極的な状況把握を組合から

自
治
労
の
調
査
で
は
、
迷
惑

行
為
や
悪
質
ク
レ
ー
ム
（
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
が
約

4
分
の
3
の
職
場
で
発
生
し

（
別
記
グ
ラ
フ
）、カ
ス
ハ
ラ
を

受
け
た
職
員
の
約
3
分
の
2
が

強
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
休
職
に
至
る

ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

被
害
者
の
ケ
ア
は
当
然
で
す

が
、
次
の
被
害
者
を
生
ま
な
い

た
め
の
職
場
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
過
去
の
事
例
を
生
か
す
こ

と
に
加
え
、
予
防
も
考
え
る
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
解
決
に
は

つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
は
、
職
場
全
体
と
し
て
事
案

を
把
握
す
る
た
め
の
中

立
的
な
相
談
窓
口
を
設

置
し
、
相
談
を
促
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

労
働
組
合
は
使
用
者

に
指
針
で
示
さ
れ
た
対

応（
別
記
下
線
）を
求
め

る
一
方
で
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
で
示
し
た
「
カ
ス
ハ

ラ
に
該
当
し
う
る
例
」

を
職
員
に
周
知
し
、
受

け
た
行
為
が
「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
」
と
気
付
か
せ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
被
害
者
か
ら
の

相
談
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
職

員
の
健
康
面
の
ケ
ア
の
一
環
と

し
て
積
極
的
に
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
一
般
的
に
「
強
い
」
と
見

ら
れ
る
男
性
の
管
理
職
は
「
男

性
の
あ
る
べ
き
姿
」
に
と
ら
わ

れ
が
ち
な
傾
向
が
あ
り
、
そ
の

た
め
、
か
え
っ
て
被
害
を
相
談

し
に
く
い
現
実
が
あ
る
こ
と
も

押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

信
頼
感
の
醸
成
と
住
民
へ
の
発
信

相
談
窓
口
の
設
置
は
重
要
で

す
が
、
厚
生
労
働
省
の
調
査
に

よ
る
と
カ
ス
ハ
ラ
を
受
け
た
後

に
「
何
も
し
な
か
っ
た
」
と
の

回
答
者
は
24
・
3
％
と
、
か
な

り
の
割
合
で
い
ま
す
。「
何
も

し
な
か
っ
た
理
由
」
と
し
て
は

「
何
を
し
て
も
解
決
に
な
ら
な

い
と
思
っ
た
か
ら
」
が

57
・
4
％
と
最
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
言
え
る
こ
と
で

す
が
、
過
去
に
相
談
さ

れ
た
案
件
は
相
談
者
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
っ
た
上

で
、
適
切
に
対
応
さ
れ
た
こ
と

が
見
え
る
よ
う
に
し
て
、
あ
ら

か
じ
め
職
員
の
信
頼
を
得
て
お

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
で
は

民
間
と
比
べ
て
毅
然
と
し
た
態

度
を
取
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と

で
し
ょ
う
。
自
治
体
は
住
民
に

対
し
て
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
適

切
に
届
け
る
た
め
に
職
員
を
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
か
ら
守
っ
て
い

る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
し
、
予
防
へ
の
理
解
も
得
て

い
く
べ
き
で
す
。

内藤忍さん
（独）労働政策研究・研
修機構副主任研究員、
専門分野は労働法。

〈自治労HP〉
カスハラ
マニュアルは
⬅コチラから

約
4
分
の
3
の
職
場
で
カ
ス
ハ
ラ
が
発
生
。

自
治
労
調
査
2
0
2
0
年
10
月
実
施
よ
り
。

宮
崎
市
は
人
口
約
39
万
9
0
0
0
人
の
宮
崎

県
の
県
都
。
宮
崎
市
職
労
は
、
組
合
員
数
1
1

2
4
人
で
、
正
規
職
員
の
組
織
率
は
63
・
1
％

（
2
0
2
1
年
6
月
）。
新
規
採
用
職
員
の
加
入

率
は
、
2
0
1
8
年
〜
2
0
1
9
年
に
は
、
以

前
の
60
％
台
か
ら
31
・
3
％
に
急
落
し
た
。
書

記
長
の
青
屋
直
樹
さ
ん
は
危
機
感
を
募
ら
せ

た
。近

年
、
県
都
市
職
の
新
規
採
用
職
員
の
組
合

加
入
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
宮
崎
市
も

地
理
的
に
広
域
な
た
め
、
職
場
に
配
属
さ
れ
た

後
で
は
個
々
の
新
採
職
員
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

困
難
だ
。
青
屋
さ
ん
は
言
う
。「
本
庁
と
出
先

職
場
が
離
れ
て
い
て
、
配
置
さ
れ
た
後
で
は
組

合
事
務
所
に
も
来
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
な

い
。4
月
1
日
の
説
明
会
で
、組
合
の
こ
と
を
わ

か
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
場
で
入
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
、
や
っ
ぱ
り
カ
ギ
に
な
る
」。

工
夫
を
重
ね
て
臨
ん
だ
2
0
2
2
年
の

説
明
会
で
は
、
47
人
の
採
用
者
の
う
ち
、

37
人（
78
・
72
％
）と
な
っ
た
。「
こ
れ
ま

で
の
説
明
会
は
集
ま
っ
た
役
員
も
少
人

数
。
1
人
の
役
員
が
長
く
話
を
し
て
い
た

の
で
、
途
中
で
帰
っ
て
し
ま
う
人
も
い

た
。
役
員
も
少
な
か
っ
た
の
で
、
加
入
届

を
書
く
こ
と
を
促
す
こ
と
も
で
き
て
い
な

か
っ
た
」
と
、
青
屋
さ
ん
は
振
り
返
る
。

「
組
合
の
楽
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る

た
め
に
説
明
資
料
も
カ
ラ
フ
ル
な
も
の
に
し

た
。
県
本
部
や
労
金
の
職
員
に
も
手
伝
い
を
頼

み
、
組
合
役
員
も
集
め
、
総
勢
36
人
で
臨
ん

だ
。
青
年
部
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
も
あ
り
、
説
明

者
の
自
分
も
清
潔
な
身
な
り
で
臨
ん
だ
。
今
回

は
役
員
が
会
場
の
中
を
回
っ
て
、
加
入
届
の
書

き
方
を
説
明
し
た
」。「
寂
し
く
て
暗
く
話
が
長

い
」
と
い
う
、
組
合
の
悪
い
イ
メ
ー
ジ
そ
の
ま

ま
の
説
明
会
は
、
大
変
身
を
遂
げ
た
。

2
0
2
3
年
度
の
採
用
見
込
み
は
約
80
人
。

「
今
度
の
説
明
会
で
は
若
手
組
合
員
に
話
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
よ
り
親
近
感
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
し
よ
う
。
新
採
職
員
を
含
め
た

若
手
の
交
流
会
も
開
こ
う
」
と
青
屋
さ
ん
は
今

か
ら
、
春
に
向
け
て
構
想
を
温
め
て
い
る
。

『
早
く
・
明
る
く
・
簡
潔
に
』

説
明
会
で
の
加
入
が
勝
負

書記長の青屋直樹
さん（左）

組
合
加
入
書
の
書
き
方
の

説
明
者
も
配
置
し
た
、
2

0
2
2
年
の
説
明
会（
上
）

新規採用者の加入にむけて
④宮崎市職労

東
日
本
大
震
災
の
救
援
、
支
援
に
多
く
の

自
治
体
の
職
員
が
携
わ
っ
た
。
皆
さ
ん
の
中

に
も
、
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
こ
で
見
た
震
災
後
の
風
景
、
被
災
地

の
方
々
の
生
活
が
思
い
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

地
震
や
津
波
を
別
の
言
葉
で
表
現
し
て
お

り
、
災
害
に
対
す
る
恐
怖
に
深
み
が
増
し
て

い
る
。

主
人
公
と
家
族
、
地
元
の
友
人
ら
と
の
接

し
方
、
誰
し
も
が
や
っ
て
し
ま
う
す
れ
違

い
、
生
き
方
、
災
害
に
対
す
る
や
る
せ
な
さ

が
、
災
害
前
の
記
憶
や
災
害
後
の
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
生
活
や
風
景
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
、
話
は
進
む
。

災
害
前
か
ら
続
く
心
の
奥
底
に
沈
殿
し
て

い
る
ね
っ
と
り
と
し
た
感
情
と
う
ま
く
い
か

な
い
人
生
。
災
害
の
記
憶
。
こ
れ
ら
の
渦
に

よ
っ
て
、
主
人
公
の
ど
こ
へ
も
行
け
な
い
彷

徨
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
で

も
生
き
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ

る
。ぜ

ひ
、
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
作
品
。

自
治
労
文
芸
会
議九

州
地
連
幹
事

永
田

仁（
長
崎
県
職
連
合
）

災
厄
の
記
憶
と
生
き
る

「
荒
地
の
家
族
」

佐
藤
厚
志

新潮社
1，870円

仲間になろうよ
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